
家の外の安全対策
　日頃から備えることで、地震に強い家を作ることができます。普段気づかない、戸外の様々なものに地震
対策を行い、経年変化や風雪害により弱くなった部分を修復することが重要です。
　早めに安全対策を行い、あなた自身と大切な人の命を守りましょう。

自宅の建築年を調べてみましょう
　地震の揺れによる建物被害は、揺れの強さだけでなく建物の構造、建築年次によって大きく異なります。
あなたの家が安全かどうか確認しておきましょう。

わが家の耐震診断をしよう重 要
わが家が地震に耐えられるのかを知るために、「耐震診断」をしましょう。
倒壊のおそれがあるという結果が出た場合や不安がある時は、専門家に相談して必要な補強をしましょう。

安心住
宅

「洪水・土砂災害への備え」（p.6）も参考にして、避難場所の確認や備蓄品の準備なども行いましょう。

久慈市では、木造住宅の耐震診断ならびに耐震改修工事に対する補助を行っています。
詳しくは、久慈市建設企画課までお問い合わせください。

被害を防ぐための空間づくり

家具の転倒・落下を防ぐポイント

　地震・津波はいつ起こるか予測することが難しいため、日頃の備えがとても大切です。ご自宅でどのよう
なことに気をつけて対策すべきか、このページを見て確認し、実施しましょう。
　また、屋内の対策に加えて建物自体の耐震化も重要になります。建物全壊などの被害を防ぐために、ご
自宅の耐震性が十分かどうか確認しておきましょう。

家の中に“逃げ場”のスペースを
つくり、家具や荷物を置かない
ようにしましょう。

家具と壁・柱の間に遊びがある
と倒れやすいため、支え棒で固
定するなどの転倒防止対策をし
ましょう。

ドアなど出入口付近の家具や物
が倒れると逃げ道がなくなって
しまいます。出入口、通路に物
を置かないようにしましょう。

　昭和56年5月以前に着工さ
れた建物は、耐震診断や補強
工事を行ってください！１ ２ ３家具の配置に

注意する
家具の配置に
注意する 家具の転倒防止家具の転倒防止 出入り口に

物を置かない
出入り口に
物を置かない

屋根
不安定な屋根のアンテナや
屋根瓦は補強しておく！

ベランダ
植木鉢などの整理整頓！落
ちる危険がある場所には物
を置かない!

プロパンガス
ボンベを鎖でしっかり固定！

窓ガラス
飛散防止フィルムを貼る！

ブロック塀・門柱
土中にしっかりとした基礎がないもの、鉄筋が入っていないものは危険なので補強する!

住宅の耐震化 屋外の安全対策

テレビ
できるだけ低い位置に置き、金具
やロープ、耐震マットなどで下面・
柱・壁に固定しましょう。

棚
壁側に接近させておき、上部をL字型金具や
突っ張り棒で固定しましょう。

住宅用火災報知器
煙や熱を感知すると警報音で知らせて
くれます。

照明器具
1本のコードでつるすタイプのものは、
鎖と金具で3ヶ所留めます。

窓ガラス
飛散防止フィルムを
屋内側に貼りましょう。

カーテン
防炎加工されたもの
を使いましょう。

暖房器具
ストーブなどの暖房
器具は、耐震自動消
火装置のあるものを
使用しましょう。

食器棚
扉が開かないよう金
具をつけ、中の食器
が飛び出すのを防ぎ
ます。

地震防災マップ作成のすすめ（内閣府 平成 17年３月）を参考に作成

震度と建物全壊率との関係
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昭和35年以前の木造建築物
昭和36年～昭和55年の木造建築物
昭和56年以降の木造建築物
昭和45年以前の非木造建築物
昭和46年～昭和55年の非木造建築物
昭和56年以降の非木造建築物

家屋の倒壊危険性について
右の表は、阪神・淡路大震災における家屋
の倒壊危険性を整理したものです。
木造の家屋（表中実線）は、非木造の家屋に
比べて、全壊率が高く、多くの被害がみら
れたことが分かります。特に、新耐震基準
が導入された昭和56年以前の家屋（表中
赤色と緑色）は、より多くの被害を受けて
います。

地震・津波災害への備え
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